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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

１月２９日（日），３年振りに「崎原歩こう会」が開催されました。当日は，朝から
天候が思わしくなく，開催できるか心配しましたが，出発前になると晴れ間も見え，絶
好の「歩こう会日和」になりました。
出発式後，児童生徒の先発隊がのぼり旗を持ち，歩き出しました。途中咲き誇る緋寒

桜を眺めたり，おしゃべりしながら目的地の「さくら通り」まで歩きました。子どもた
ちが，急遽，「崎原展望台」までの延長を希望し，少し歩く距離が長くなりましたが，全
員が到着しました。展望台では，眼下に広がる壮大な景色を眺めたり，記念撮影をした
りして楽しみました。帰りも皆全員が学校まで元気よく歩きました。
児童生徒，保護者，地域住民，職員が待ち望んでいた「歩こう会」が久しぶりに無事

に開催できてよかったです。

３/ ２ (木) 公立高校入試（１日目）

３/ ３ (金) 公立高校入試（２日目）

３/１５ (水) お別れ遠足・卒業生を送る会

３/１７ (金) 親子読書の日

３/１８ (土) 青少年育成の日

３/１９ (日) 家庭の日・市民清掃日の日

３/２０ (月) 卒業式予行

３/２３ (木) 卒業式

３/２４ (金) 修了式・辞任式

３月1７日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

２月２４日（金）に授業参観と学級ＰＴＡが行わ

れました。授業では，小学校は，２年生が国語，３

・４年生が音楽，５・６年生が国語でした。中学生

は保体でサッカーをしました。子供たちは保護者が

見に来るということで，その日は朝からテンション

が高く元気よく授業を受けていました。学級によっ

ては，保護者も子供たちと一緒に参加し，楽しんで

いました。授業参加後の学級PTAでは，各担任より

１年間の反省や会計報告等がありました。

２月１８日（土）に小学校でなわとび発表会が
行われました。子どもたちは，この日のために技
の習得や自己記録の更新を目指して一生懸命練習
してきました。緊張する中で，頑張る姿を見せて
くれました。

高名の木登り 
崎原小中学校 校長 鑪 謙治

 
『徒然草』を御存知でしょうか。私が子どもの時は吉田兼好（兼好法師）が書いた随筆と習いましたが，
現代では吉田兼好が書いたとされる随筆となっているそうです。その『徒然草』に出てくる「高名の木
登り」ですが，簡単に説明するとこんな感じの話です。 

 
 皆さんも似たような経験がないでしょうか。この内容は，私の先輩から３月を迎えようとしたと
きに教えていただいた話です。教育現場ももうすぐ３月を迎えます。卒業生はもちろん，どの学年
も進級まで残り１か月。登校する日は 16～17 日となります。今年度の終わりを迎えようとすると
きにこそ油断禁物で，注意深くしていくことが大切だということでしょうか。 
 さて，今年度も残り 1 か月となりました。正直言ってあっという間だったように思えます。た
った 1 年ですが，子どもたちは大きく成長しました。先日「鹿児島学習定着度調査」「ＣＲＴ（標
準学力検査）」が行われましたが，どの子たちもとても素晴らしい成績でした。どの子も昨年度を
上回る結果を残してくれました。先生方，子どもたちのおかげで学力向上がしっかりできた 1 年
となりました。また，ＧＩＧＡスクール構想で導入されたタブレット端末の活用も一歩進んだ取組
ができたように思えます。家庭に持ち帰ってのＡＩドリル（タブレット端末での学習，正解すると
少し難しい問題，間違うと少し簡単な問題が出題されるドリル）での学習は，他校より先に導入さ
せていただいたこともあり，子どもたちは積極的に活用しています。中には，動画が入っていて，
解説までしてくれるので，我々教師は必要なくなるのではと少し心配するほどです。他にも「振り
返りの活動」の充実。個別最適な学びの充実。対話的な学習の充実などを図ってきました。ＩＣＴ
は情報モラル教育も重要です。来年度はその辺りにも力を入れていきたいと思います。子どもたち
が家でタブレットを使っているときは，少し後ろから覗いてみて「おや？」と思ったときは学校に
伝えていただけるとありがたいです。 
 

木登りの名人がいた。人を指図して、高い木に登らせて枝を切らせていた。とても危

険だと思える高さの時は何も言わなかったのだが、降りるときになって、屋根の高さく

らいまで来たころ、「落ちるなよ。気をつけて降りろよ。」と言葉をかけた。 

「これくらいの高さになれば、飛び降りたとしても降りられるだろう。なぜ（この場

面で）そう言うのか。」私がそう言うと、木登りの名人はこう答えた。 

「（私が言いたいのは）そのことです。目がくらむような高さで、枝が細くて折れそう

で危ないときは、登っている本人自身が怖いと思って気をつけるので、何も言いませ

ん。けがは、安全なところになって、必ずするものです。」 

 


